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(57)【要約】
【課題】薄い信号線をアームに好適に保持する。
【解決手段】磁気ヘッド（Ｈ）からの信号線（Ｗ）を、
アーム（１，２）の制振のためのダンピングプレート（
３）とアーム（１，２）とで挟んで保持する。
【効果】アーム（１，２）に溝を設ける必要がなくなる
と共に信号線（Ｗ）を溝に入れる作業も必要がなくなる
。凹部（１ａ，２ａ）に信号線（Ｗ）を嵌めるため、信
号線（Ｗ）を正確に位置決め出来る。アーム（１，２）
の表面を削れば凹部（１ａ，２ａ）を容易に形成できる
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヘッド（Ｈ）を保持するアーム（１，２）と該アーム（１，２）の面に固着したダンピン
グプレート（３）の間に、ヘッド（Ｈ）からの信号線（Ｗ）を挟んだことを特徴とするデ
ィスク用アクチュエータ。
【請求項２】
請求項１に記載のディスク用アクチュエータにおいて、信号線（Ｗ）を挟むアーム（１，
２）の面に信号線（Ｗ）が嵌る凹部（１ａ，２ａ）を設けると共に、アーム（１，２）の
面にダンピングプレート（３）を固着するための粘着テープ（３ａ）の厚さと前記凹部（
１ａ，２ａ）の深さを合わせた寸法を信号線（Ｗ）の厚さに近い厚さとしたことを特徴と
するディスク用アクチュエータ（１００）。
【請求項３】
請求項１に記載のディスク用アクチュエータにおいて、アーム（１，２）の面にダンピン
グプレート（３）を固着するための粘着テープ（３ａ）の厚さを信号線（Ｗ）の厚さに近
い厚さとしたことを特徴とするディスク用アクチュエータ（２００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスク用アクチュエータに関し、さらに詳しくは、薄い信号線をアームに
好適に保持することが出来るディスク用アクチュエータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　磁気ヘッドを保持するアームの面に制振材を固着して振動を抑制したディスク用アクチ
ュエータが知られている（例えば、特許文献１参照。）。
　磁気ヘッドからの信号線は、アームの溝に入れられ、接着剤で固定されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２２６３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　磁気ヘッドからの信号線を入れる溝をアームに設ける方法には、薄い刃でアームに溝を
切り入れる方法と、成形により溝を有する成形品を作りそれをアームに取り付ける方法と
がある。
　しかし、薄い刃で溝を切り込む方法では、溝を薄くするのに限界がある。他方、成形品
をアームに取り付ける方法では、部品点数や加工工数が増え、コストアップになる。さら
に、いずれの方法でも、薄い信号線を薄い溝に入れる作業が容易でない問題点がある。
　そこで、本発明の目的は、薄い信号線をアームに好適に保持することが出来るディスク
用アクチュエータを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１の観点では、本発明は、ヘッド（Ｈ）を保持するアーム（１，２）と該アーム（１
，２）の面に固着したダンピングプレート（３）の間に、ヘッド（Ｈ）からの信号線（Ｗ
）を挟んだことを特徴とするディスク用アクチュエータを提供する。
　上記第１の観点によるディスク用アクチュエータでは、アームの制振のためのダンピン
グプレートとアームとで信号線を保持するため、アームに溝を設ける必要がなくなると共
に信号線を溝に入れる作業も必要がなくなる。よって、薄い信号線をアームに好適に保持
することが出来る。
【０００６】
　第２の観点では、本発明は、前記第１の観点によるディスク用アクチュエータにおいて
、信号線（Ｗ）を挟むアーム（１，２）の面に信号線（Ｗ）が嵌る凹部（１ａ，２ａ）を
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設けると共に、アーム（１，２）の面にダンピングプレート（３）を固着するための粘着
テープ（３ａ）の厚さと前記凹部（１ａ，２ａ）の深さを合わせた寸法を信号線（Ｗ）の
厚さに近い厚さとしたことを特徴とするディスク用アクチュエータ（１００）を提供する
。
　上記第２の観点によるディスク用アクチュエータでは、凹部に信号線を嵌めるため、信
号線を正確に位置決め出来る。そして、アームの表面を削れば凹部を形成できるので、浅
い凹部でも容易に形成することが出来る。
【０００７】
　第３の観点では、本発明は、前記第１の観点によるディスク用アクチュエータにおいて
、アーム（１，２）の面にダンピングプレート（３）を固着するための粘着テープ（３ａ
）の厚さを信号線（Ｗ）の厚さに近い厚さとしたことを特徴とするディスク用アクチュエ
ータ（２００）を提供する。
　上記第３の観点によるディスク用アクチュエータ（２００）では、信号線の厚さに近い
厚さの粘着テープを用いればよく、アームに凹部を形成する必要がなくなる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のディスク用アクチュエータによれば、アームの制振のためのダンピングプレー
トとアームとで信号線を挟んで保持するため、薄い信号線でもアームに好適に保持するこ
とが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図に示す実施の形態により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本
発明が限定されるものではない。
【００１０】
－実施例１－
　図１は、実施例１に係るＨＤＤ（ハードディスクドライブ）用アクチュエータ１００を
示す正面図である。図２は、図１のＡ－Ａ’断面図である。図３は、ＨＤＤ用アクチュエ
ータ１００を示す上面図である。
　このＨＤＤ用アクチュエータ１００は、磁気ヘッドＨを先端部に搭載する３枚のアーム
１，２と、アーム１，２の両面に固着されたダンピングプレート３，４と、３枚のアーム
１，２を保持するボディ５と、ボディ５を回動させる駆動力を発生するためのコイル６と
を具備して構成される。
【００１１】
　アーム１，２には、凹部１ａ，２ａが設けられている。
　磁気ヘッドＨから回路基板Ｂまでの信号線Ｗは、凹部１ａ，２ａに嵌められた状態で、
アーム１，２とダンピングプレート３で挟まれてアーム１，２に保持されている。なお、
この状態で接着剤により信号線Ｗをアーム１，２に接着してもよい。
【００１２】
　具体例を示すと、アーム１は、厚さ０.５ｍｍのステンレス板であり、ボディ２から突
き出した長さは約４０ｍｍである。アーム２は、厚さ１ｍｍのステンレス板であり、ボデ
ィ２から突き出した長さは約４０ｍｍである。凹部１ａ，２ａの深さは０．０５ｍｍであ
る。信号線Ｗの厚さは０．０５ｍｍである。ダンピングプレート３，４は、厚さ０．１ｍ
ｍ，長さ約２５ｍｍのステンレス板であり、厚さ０．０３ｍｍ，長さ約２５ｍｍの両面粘
着テープによりアーム１，２に固着されている。
【００１３】
　実施例１に係るＨＤＤ用アクチュエータ１００によれば、アーム１，２の制振のための
ダンピングプレート３とアーム１，２とで挟んで信号線Ｗを保持するため、アーム１，２
に溝を設ける必要がなくなると共に信号線Ｗを溝に入れる作業も必要がなくなる。また、
凹部１ａ，２ａに信号線Ｗを嵌めるため、信号線Ｗを正確に位置決め出来る。そして、ア
ーム１，２の表面を削れば凹部１ａ，２ａを形成できるので、凹部１ａ，２ａが浅くても
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容易に形成することが出来る。
【００１４】
－実施例２－
　図４は、実施例２に係るＨＤＤ用アクチュエータ２００を示す正面図である。図５は、
図４のＡ－Ａ’断面図である。図６は、ＨＤＤ用アクチュエータ２００を示す上面図であ
る。
　このＨＤＤ用アクチュエータ２００は、磁気ヘッドＨを先端部に搭載する３枚のアーム
１，２と、アーム１，２の両面に固着されたダンピングプレート３，４と、３枚のアーム
１，２を保持するボディ５と、ボディ５を回動させる駆動力を発生するためのコイル６と
を具備して構成される。
【００１５】
　ダンピングプレート３は、信号線Ｗの厚さに近い厚さの両面粘着テープ３ａによりアー
ム１，２に固着されている。ダンピングプレート４は、両面粘着テープ３ａよりも薄い両
面粘着テープによりアーム１に固着されている。
　磁気ヘッドＨから回路基板Ｂまでの信号線Ｗは、両面粘着テープ３ａの厚さでアーム１
，２とダンピングプレート３の間に生じた溝に嵌められた状態で、アーム１，２とダンピ
ングプレート３で挟まれてアーム１，２に保持されている。なお、この状態で接着剤によ
り信号線Ｗをアーム１，２に接着してもよい。
【００１６】
　具体例を示すと、アーム１は、厚さ０.５ｍｍのステンレス板であり、ボディ２から突
き出した長さは約４０ｍｍである。アーム２は、厚さ１ｍｍのステンレス板であり、ボデ
ィ２から突き出した長さは約４０ｍｍである。信号線Ｗの厚さは０．０５ｍｍである。ダ
ンピングプレート３は、厚さ０．１ｍｍ，長さ約２５ｍｍのステンレス板であり、厚さ０
．０５ｍｍ，長さ約２５ｍｍの両面粘着テープによりアーム１，２に固着されている。ダ
ンピングプレート４は、厚さ０．１ｍｍ，長さ約２５ｍｍのステンレス板であり、厚さ０
．０３ｍｍ，長さ約２５ｍｍの両面粘着テープによりアーム１に固着されている。
【００１７】
　実施例２に係るＨＤＤ用アクチュエータ２００によれば、アーム１，２の制振のための
ダンピングプレート３とアーム１，２とで挟んで信号線Ｗを保持するため、アーム１，２
に溝や凹部を設ける必要がなくなると共に信号線Ｗを溝に入れる作業も必要がなくなる。
また、両面粘着テープ３ａの厚さでアーム１，２とダンピングプレート３の間に生じた溝
に信号線Ｗを嵌めるため、信号線Ｗを正確に位置決め出来る。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　本発明のディスク用アクチュエータは、ハードディスク用アクチュエータ，光ディスク
用アクチュエータまたは光磁気ディスク用アクチュエータとして利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施例１に係るＨＤＤ用アクチュエータを示す正面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ’断面図である。
【図３】実施例１に係るＨＤＤ用アクチュエータを示す上面図である。
【図４】実施例２に係るＨＤＤ用アクチュエータを示す正面図である。
【図５】図４のＡ－Ａ’断面図である。
【図６】実施例２に係るＨＤＤ用アクチュエータを示す上面図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１，２　　　　　　　　　アーム
　１ａ，２ａ　　　　　　　凹部
　３，４　　　　　　　　　ダンピングプレート
　３ａ　　　　　　　　　　両面粘着テープ



(5) JP 2010-129097 A 2010.6.10

　５　　　　　　　　　　　ボディ
　６　　　　　　　　　　　コイル
　１００，２００　　　　　ＨＤＤ用アクチュエータ
　Ｈ　　　　　　　　　　　磁気ヘッド
　Ｗ　　　　　　　　　　　信号線
　Ｂ　　　　　　　　　　　回路基板

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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